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廃エアゾール製品の処理における爆発事故防止対策の徹底について（通知） 

 

 産業廃棄物行政の推進については、かねてから御尽力いただいているところであ

る。 

本年 12月 16日、札幌市において、大量のエアゾール製品の内容物が屋内で噴射

され、これに引火したことが原因とみられる爆発・火災事故が発生したことに関し

て、事故の原因については調査が進められているが、スプレー缶の処理に係る行為

が原因となり事故が発生した可能性があるところである。 

各都道府県及び政令市（以下「都道府県等」という。）に対しては、これまでも、

平成９年 12月 16日付け厚生省生活衛生局水道環境部産業廃棄物対策室長通知「廃

棄物処理事業における爆発事故防止対策の徹底について」（別紙）にてエアゾール製

品処理対策協議会においてとりまとめた「事業者によるエアゾール製品の安全廃棄

処理指針」の周知依頼及び適正処理確保の徹底を図っているところであるが、廃エ

アゾール製品の処理における爆発事故防止に万全を期すため、都道府県等において

は、別紙の内容について排出事業者及び処理業者に対し改めて周知するとともに、

爆発事故防止対策を含め廃エアゾール製品の適正処理確保を徹底されるよう改めて

お願いする。周知等に当たっては、近年はエアゾール製品にガス抜きキャップ等が

装着されているものもあり、この点も考慮の上で行われたい。 

 また、本件については公益財団法人全国産業資源循環連合会に対しても、関係者に

周知するよう依頼している。 

 なお、本通知は、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 245条の４第１項の規定

に基づく技術的な助言であることを申し添える。 

 


